
地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）

に関わる効果検証について

１ 制度の概要について

制度の概要については、別紙地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創

生先行型）制度要綱のとおり。

２ 基礎交付分における内閣府が示した交付限度額

４２，０６６，０００円

３ 町における予算措置について

基礎交付分 平成２６年度３月補正予算及び平成２７年度当初予算

（平成２６年度予算については、繰越明許を行い事業を実施）

上乗せ交付（タイプⅠ及びタイプⅡ） 平成２７年度１１月補正予算

４ 実施事業数及び事業費について

 実施事業数

基礎交付分 ６事業（総合戦略策定事業も含む。） 資料２－ア

タイプⅠ ２事業 資料２－イ

タイプⅡ １事業 資料２－ウ

 基礎交付分 ５３，７４１，６２３円（うち交付金 42,066,000 円）

タイプⅠ ５１，５０８，２４４円（うち交付金 49,958,400 円）

タイプⅡ ９，９８７，０２６円（うち交付金 9,987,026 円）

（合計） １１５，２３６，８９３円（うち交付金 102,011,426 円）

※別紙実績報告のとおり

５ 地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）事業一覧表及び効

果検証調書 資料２－エ

資料 ２
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注）1．平成26年度地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）実施計画に計上している事業の全てについて記載すること。

注）2．「No」欄及び「交付対象事業の名称」欄には、それぞれ平成26年度地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）

実施計画書（事業間流用等を反映した最新版）から「No」欄及び「  交付対象事業の名称」欄を転記すること。

注）3．「交付金充当経費」の合計欄の額は、「交付決定額」の以内であり、「既交付額」と「精算払請求額」の合計と一致すること。

     4．消費税等仕入控除税額が明らかになり、交付金事業の交付金額から減額している場合は、備考欄にその旨及び金額を記載すること。

H27.4 H28.3

学力向上対策事業（平成27年度予算実施分） 4,520,000 4,520,000 0 H28.3

5 学力向上対策事業 13,245,193 3,222,000 10,023,193

合　計 53,741,623 42,066,000 11,675,623

6 H27.4

H28.3

4 省エネルギー化推進事業 3,108,838 3,000,000 108,838 H27.4 H28.3

3 首都圏等販路拡大事業 1,624,140 1,550,000 74,140 H27.4

H27.10

2 企業立地促進事業 28,083,996 26,626,000 1,457,996 H27.4 H28.3

1
当別町まち・ひと・しごと創生総合戦略策定事
業

3,159,456 3,148,000 11,456 H27.4

（単位：円）

No
交付対象事業

の名称

総事業費

（A）

交付金
充当経費

（B）

交付金対象外
経費

（A）－（B）

事業
開始
年月

事業
完了
年月

備考

交付決定額 既交付額 精算払請求額 不用額

42,066,000 42,066,000 0 0

（別紙様式Ⅱ）

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型・基礎）実績報告

都道府県 北海道 市町村名 当別町 自治体コード 013030
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注）1．平成26年度地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）実施計画に計上している事業の全てについて記載すること。

注）2．「No」欄及び「交付対象事業の名称」欄には、それぞれ平成26年度地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）

実施計画書から「No」欄及び「  交付対象事業の名称」欄を転記すること。

注）3．「交付金充当経費」の合計欄の額は、「交付決定額」の以内であり、「既交付額」と「精算払請求額」の合計と一致すること。

     4．消費税等仕入控除税額が明らかになり、交付金事業の交付金額から減額している場合は、備考欄にその旨及び金額を記載すること。

1 46,958,400 46,958,400

当別町・新篠津村特別区連携プロジェクト

交付対象事業
の名称

0

1,549,844

交付金対象外
経費

（A）－（B）

3,000,000

交付金
充当経費

（B）

地域資源を活用した農業活性化事業

4,549,844

総事業費

（A）

1,549,84451,508,244 49,958,400合　計

広域連携事業

H28.3

H28.3

H27.11

H27.10

事業
開始
年月

交付決定額

50,000,000

既交付額

0

精算払請求額

49,958,400

1

No

（別紙様式Ⅱ）

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型・上乗Ⅰ）実績報告

都道府県 北海道 市町村名 当別町 自治体コード 013030

（単位：円）

不用額

41,600

備考
事業
完了
年月

-10-
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注）1．平成26年度地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）実施計画に計上している事業の全てについて記載すること。

注）2．「No」欄及び「交付対象事業の名称」欄には、それぞれ平成26年度地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）

実施計画書（事業間流用等を反映した最新版）から「No」欄及び「  交付対象事業の名称」欄を転記すること。

注）3．「交付金充当経費」の合計欄の額は、「交付決定額」の以内であり、「既交付額」と「精算払請求額」の合計と一致すること。

     4．消費税等仕入控除税額が明らかになり、交付金事業の交付金額から減額している場合は、備考欄にその旨及び金額を記載すること。

合　計 9,987,026 9,987,026 0

H28.31 仮称）当別町道の駅プロジェクト推進事業 9,987,026 9,987,026 0 H27.10

（単位：円）

No
交付対象事業

の名称

総事業費

（A）

交付金
充当経費

（B）

交付金対象外
経費

（A）－（B）

事業
開始
年月

事業
完了
年月

備考

交付決定額 既交付額 精算払請求額 不用額

10,000,000 0 9,987,026 12,974

（別紙様式Ⅱ）

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型・上乗Ⅱ）実績報告

都道府県 北海道 市町村名 当別町 自治体コード 013030
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地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）事業一覧表

整理番号 交付金区分 事業名

1 基礎交付 企業立地促進事業

2 基礎交付 首都圏等販路拡大事業

3 基礎交付 省エネルギー化推進事業

4 基礎交付 学力向上対策事業

5 基礎交付 学力向上対策事業（平成27年度予算実施分）

6 タイプⅠ 当別町・新篠津村特別区連携プロジェクト

7 タイプⅠ 地域資源を活用した農業活性化事業

8 タイプⅡ （仮称）当別町道の駅プロジェクト推進事業

資料２－エ
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整理番号　１

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）効果検証調書

【企画課】

１　本事業の概要等

先行型事業名 企業立地促進事業

本事業におけるＫＰＩ

指標① 企業進出に向けた交渉企業　５社

指標②

指標③

事業概要

　企業誘致を推進するため、町の産業用地・企業の事業環境・交通網・
住環境及び観光情報等をわかりやすく効果的に発信するため企業・住
民誘致用のＰＲ情報誌の作成し、食品加工業者や飲食業、流通業者に
対して、アプローチを行った。また、建設予定の道の駅とあわせた総合的
な土地利用の見直しを実施するための都市計画基本図の作成を行った
。

総事業費（円） 28,083,996円（うち交付金26,626,000円）

本事業終了後における実績値

指標① 企業進出に向けた交渉企業　５社

指標②

指標③

２　今後の方針

事業実績値を踏まえた今後の
事業展開等について

　今後の事業展開については、「食の総合拠点づくりプロジェクト」の達成
に向けて、基幹産業である農業の産業化を図るため、食料品製造業を
中心とした企業に向けて、継続した誘致活動を展開していく。
　また、図面をデジタル化した優位性を活かして、視覚的に訴える図面等
を作成し、企業誘致交渉の際の有効な資料として活用していく。

３　当別町まち・ひと・しごと創生総合戦略における位置づけ

総合戦略における基本目標 産業力の強化

基本目標における数値目標
戦略目標（2019）

指標値① 町民所得　２７１.４万円

指標値② 新規雇用創出数　６０人

重点推進プロジェクト名 食の総合拠点づくりプロジェクト

重点推進プロジェクトにおける
戦略目標ＫＰＩ（2019）

指標値① 誘致企業数　３社

指標値②

指標値③

-13-



整理番号　２

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）効果検証調書

【農林課】

１　本事業の概要等

先行型事業名 首都圏等販路拡大事業

本事業におけるＫＰＩ

指標① 首都圏等で当別町産の食材取扱交渉店舗数　５店舗

指標②

指標③

事業概要

　町の農業振興をより図るため、農産物の積極的な販路拡大が必要で
あることから、大消費地である首都圏を中心に食に関心の高い顧客をタ
ーゲットに新鮮な地元農産物を調理法をまじえてPRし、本町農業を発信
することにより販路拡大につなげることを目的として事業を実施した。
　・「スゴベジ」スペシャルランチセミナーの実施
　＜平成27年9月12日（土）＞
　開催場所　AWkitchen　TOKYO（東京都）　参加者１００名
　＜平成27年9月13日（日）＞
　開催場所　AWkitchen　OSAKA（大阪府）　参加者８０名

総事業費（円） 1,624,140円（うち交付金1,550,000円）

本事業終了後における実績値

指標① 首都圏等で当別町産の食材取扱交渉店舗数　４店舗

指標②

指標③

２　今後の方針

事業実績値を踏まえた今後の
事業展開等について

　上記ランチセミナー終了後、当別町産食材に興味をもった事業者が数
社現れ取引量は少量ではあるが、４店舗（事業者）と取引実績ができた
ことから、首都圏へ継続的に情報提供し販路拡大を更に図り、重点推進
プロジェクトである「当別町農業１０年ビジョン推進プロジェクト」における
ＫＰＩ農業算出額年間９０億円を目指す。

３　当別町まち・ひと・しごと創生総合戦略における位置づけ

総合戦略における基本目標 産業力の強化

基本目標における数値目標
戦略目標（2019）

指標値① 町民所得　２７１．４万円

指標値② 新規雇用創出数（累計）　６０人

重点推進プロジェクト名 当別町農業１０年ビジョン推進プロジェクト

重点推進プロジェクトにおける
戦略目標ＫＰＩ（2019）

指標値① 農業産出額（年間）　９０億円

指標値②

指標値③
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整理番号　３

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）効果検証調書

【環境生活課】

１　本事業の概要等

先行型事業名 省エネルギー化促進事業

本事業におけるＫＰＩ

指標① 街路灯のLED化率　H28.3：16.75％

指標②

指標③

事業概要

【目的】
　町のエネルギー政策における地域循環型社会の構築に向けて、再生可能エネ
ルギーの活用促進によるエネルギー供給力の拡大と、省エネルギー化による需
要の抑制により、自立したまちづくりを推進することを目的とする。　　　　　　　　　　
【内容】
　町内会における街路灯のLED化に伴う費用を支援
　（補助率1/2、上限３０万円）
【実績】
　交付町内会　１８町内（全４４町内会のうち）
　街路灯LED改良　１８８灯　街路灯新設　５灯

総事業費（円） 3,108,838円（うち交付金3,000,000円）

本事業終了後における実績値

指標① 街路灯のLED化率　17.5％

指標②

指標③

２　今後の方針

事業実績値を踏まえた今後の
事業展開等について

　継続した費用支援を行うとともに、各町内会に対して街路灯のLED化へ
の取り組みを促進するよう働きかけることで、エネルギー需要の抑制を
加速化させていき、重点推進プロジェクトである「再生可能エネルギーに
よる地域循環型社会構築プロジェクト」におけるＫＰＩ町内会街路灯のＬＥ
Ｄ化率25％を目指す。

３　当別町まち・ひと・しごと創生総合戦略における位置づけ

総合戦略における基本目標 エネルギー地域分散型都市の形成

基本目標における数値目標
戦略目標（2019）

指標値① 再生可能エネルギーによる二酸化炭素排出削減量　1,270ｔ CO2/年

指標値②

重点推進プロジェクト名 再生可能エネルギーによる地域循環型社会構築プロジェクト

重点推進プロジェクトにおける
戦略目標ＫＰＩ（2019）

指標値① 町内会街路灯のLED化率　25％

指標値②

指標値③

-15-



整理番号　４

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）効果検証調書

【管理課】

１　本事業の概要等

先行型事業名 学力向上対策事業

本事業におけるＫＰＩ

指標① 児童生徒満足度：80％

指標②

指標③

事業概要

　子育て世代の流入に向けて当別町ならではの特色ある教育を実現し、近隣自治体と圧
倒的な差別化を図るため、学力向上対策とそのために必要な教育環境の整備を一体的
に推進することを目的とする。
＜一貫教育推進事業＞
　・教育講演会　平成27年10月27日　講師：京都産業大学西川教授
　・教員研修　平成27年10月22日、23日　
　　　　　　　　　小中一貫教育全国サミット in 三条に参加
＜ＩＣＴ機器（電子黒板機能付プロジェクター等）を活用した取組の実践＞
　・小学校3校　電子黒板付プロジェクター（4～6年の各教室）
　　　　　　　　　 書画カメラ（1～6年の各教室）
　・中学校3校　電子黒板付プロジェクター（1～3年の各教室）
　　　　　　　　　 書画カメラ（1～3年の各教室）　

総事業費（円）  13,245,193円（うち交付金3,220,000円） 

本事業終了後における実績値

指標① 児童生徒満足度：67％

指標②

指標③

２　今後の方針

事業実績値を踏まえた今後の
事業展開等について

　本事業の目標値達成とならなかったが、「小中一貫教育推進プロジェクト」推進
のため、次の取り組みを行っていく。
○小中一貫教育を平成２９年度から実施するため次の取組を実施する
・義務教育９年間を見通した教育課程の編成
・当別町の独自教科「当別みらい学（英語・ふるさと教育・キャリア教育）」カリキュ
ラムモデルの作成
・「学校・家庭・地域」が一体となって小中一貫教育を推進するため、「コミュニティ
・スクール」の導入
・地域住民の意識啓発を図るため、「教育講演会」の実施
○ＩＣＴ機器をより効果的に活用するため、デジタル教科書を導入
○教職員の資質向上を図るため、教職員研修の実施

３　当別町まち・ひと・しごと創生総合戦略における位置づけ

総合戦略における基本目標 未来を担う子どもの育成と町民が幸せに暮らせる社会の形成

基本目標における数値目標
戦略目標（2019）

指標値① 転出者数（年間）　800人（転入者数800人）

指標値② 合計特殊出生率　1.28

重点推進プロジェクト名 小中一貫教育推進プロジェクト

重点推進プロジェクトにおける
戦略目標ＫＰＩ（2019）

指標値① 全国学力・学習状況調査　道・全国平均以上

指標値② 普通教室におけるＩＣＴ機器等整備率　100％

指標値③
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整理番号　５

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）効果検証調書

【管理課】

１　本事業の概要等

先行型事業名 学力向上対策事業（平成27年度予算実施分）

本事業におけるＫＰＩ

指標① 児童生徒満足度：80％

指標②

指標③

事業概要

　子育て世代の流入に向けて当別町ならではの特色ある教育を実現し、
近隣自治体と圧倒的な差別化を図るため、学力向上対策とそのために
必要な教育環境の整備を一体的に推進することを目的とする。
　小学校及び中学校に英会話指導助手（ALT）を各学校に配置しコミュニ
ケーション能力の向上を図る。
　　・小学校（３校）　総時間数　４７９時間
　　・中学校（３校）　総時間数　１５０時間
　

総事業費（円）  4,520,000円（うち交付金4,520,000円） 

本事業終了後における実績値

指標① 児童生徒満足度：74.4％

指標②

指標③

２　今後の方針

事業実績値を踏まえた今後の
事業展開等について

　目標値達成とならなかったが、引き続き英会話に親しんでもらうよう継
続的にＡＬＴを実施していく。
　また、「小中一貫教育推進プロジェクト」推進のため、小中一貫教育に
おける独自教科「当別みらい学」において、「英語・ふるさと教育・キャリア
教育」を三本柱としたカリキュラム編成を行い、英語によるコミュニケーシ
ョン能力の向上を図る。「当別みらい学」におけるＡＬＴのより効果的な活
用について検討を進める。

３　当別町まち・ひと・しごと創生総合戦略における位置づけ

総合戦略における基本目標 未来を担う子どもの育成と町民が幸せに暮らせる社会の形成

基本目標における数値目標
戦略目標（2019）

指標値① 転出者数（年間）　800人（転入者数800人）

指標値② 合計特殊出生率　1.28

重点推進プロジェクト名 小中一貫教育推進プロジェクト

重点推進プロジェクトにおける
戦略目標ＫＰＩ（2019）

指標値① 全国学力・学習状況調査　道・全国平均以上

指標値② 普通教室におけるＩＣＴ機器等整備率　100％

指標値③
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整理番号　６

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）効果検証調書

【企画課】

１　本事業の概要等

先行型事業名 当別町・新篠津村特別区連携プロジェクト事業

本事業におけるＫＰＩ

指標① 特産品売上金額　１，５００千円

指標② 移住ツアー参加者　２５名

指標③

事業概要

　本事業については、新篠津村と「当別町・新篠津村特別区連携プロジェ
クト協議会」を設立し、東京都中野区との連携事業を展開した。
　事業概要については、特産物の販売や移住・定住に関する情報の発
信等、地域のＰＲを実施するため、東京都中野区において「北海道物産
展」を実施した。この事業を実施するため、中野区役所との連携のほか、
地域商店街との連携も図られた。
　また、交流人口の活性化と移住・定住の足掛かりとして、厳しい冬期間
を体験してもらう「冬満喫ツアー」を地域商店街との連携により実施した。

総事業費（円） 4,549,844円（うち交付金3,000,000）

本事業終了後における実績値

指標① 特産品売上金額　８０７千円

指標② 移住ツアー参加者　３０名

指標③

２　今後の方針

事業実績値を踏まえた今後の
事業展開等について

　まちに人を呼び込む「定住・交流」を促進するため、東京都中野区との
連携を図り、人やモノの交流を実施した。
　今後の展開については、引き続き、東京都中野区との連携を図り、企
業誘致の取り組みと連動しながら、人やモノの交流を図る。

３　当別町まち・ひと・しごと創生総合戦略における位置づけ

総合戦略における基本目標 まちに人を呼び込む「定住・交流」の促進

基本目標における数値目標
戦略目標（2019）

指標値① 転入者数（年間）　８００人（転入者数８００人）

指標値②

重点推進プロジェクト名 当別町版CCRC構想構築プロジェクト

重点推進プロジェクトにおける
戦略目標ＫＰＩ（2019）

指標値① 首都圏在住者の町内体験ツアー参加者数（年間）　５０人

指標値②

指標値③
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整理番号　７

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）効果検証調書

【エネルギー政策室】

１　本事業の概要等

先行型事業名 地域資源を活用した農業活性化事業

本事業におけるＫＰＩ

指標① 新たな冬期栽培システムの確立（なし→確立）

指標② 新たな冬期栽培作物数（なし→2種類）

指標③ 雇用の創出（なし→2人）

事業概要

　地域資源である地中熱の活用、降雪の影響を受けない未利用施設に
おける冬季栽培システムの確立（通年の栽培も視野）、冬季栽培システ
ムにＩＣＴ技術を取り入れた農業に取り組み、新しい農業生産の形や新し
い産業を創出し、魅力のある雇用の場を作ることを目的に次の事業を実
施。
　①地中熱を活用するための地中熱量のボーリング調査
　②地中熱ヒートポンプを熱源とした栽培施設の保温
　③遊休施設を活用した水耕栽培設備の導入
　④ICT技術を活用した水耕栽培調査
　⑤水耕栽培のゼロエネルギー化に向けた検討

総事業費（円）  46,958,400円（うち交付金46,958,400円） 

本事業終了後における実績値

指標① 栽培システム確立には至らなかったが、冬期間における栽培が可能であることを実証

指標② 2種類の作物の冬期栽培成功（レタス・ルッコラ）

指標③ 雇用創出　2名

２　今後の方針

事業実績値を踏まえた今後の
事業展開等について

　今回の事業により、冬期における栽培が可能であることが実証できた
ことから、今後は、栽培システムの確立に向け更に検証を続けるとともに
、地域資源である再生可能エネルギーを活用した農業の通年栽培の普
及促進に努める。

３　当別町まち・ひと・しごと創生総合戦略における位置づけ

総合戦略における基本目標 産業力の強化

基本目標における数値目標
戦略目標（2019）

指標値① 町民所得　２７１.４万円

指標値② 新規雇用創出数　６０人

重点推進プロジェクト名 当別町農業１０年ビジョン推進プロジェクト

重点推進プロジェクトにおける
戦略目標ＫＰＩ（2019）

指標値① 農業産出額（年間）　９０億円

指標値②

指標値③
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整理番号　８

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）効果検証調書

【道の駅推進室】

１　本事業の概要等

先行型事業名 （仮称）当別町道の駅プロジェクト推進事業

本事業におけるＫＰＩ

指標① 販売テストマーケティングサンプル数　300件

指標② 道の駅プロモーションイベント参加者数　1,000人

指標③ 道の駅来場者数　45万人

事業概要

【（仮称）当別町道の駅ＰＲ事業】
　平成２９年度の道の駅の開業に向けて、道の駅の認知度・期待度を向上させるため、各
種ＰＲ事業を展開し、更なる来場促進の実現を図るべく、フリーペーパーでの広報の実施
、パンフレット等の宣伝用素材の作成、ＰＲ動画の作成、ＰＲイベントを行う。
【（仮称）当別町道の駅ＰＲ事業用備品購入】
　道の駅開業に向けたＰＲイベントを実施するためのステージ、音響機材を調達する。

総事業費（円）  9,987,026円（うち交付金9,987,026円） 

本事業終了後における実績値

指標① 販売テストマーケティングサンプル数　748件

指標② 道の駅プロモーションイベント参加者数　748人

指標③ （仮称）当別町道の駅の開業は平成２９年９月からのため、現時点では測定できない。

※指標②は、指標①の販売テストマーケティング（アンケート調査）の回答者数を代用しています。

２　今後の方針

事業実績値を踏まえた今後の
事業展開等について

【指標①②関係】
平成29年9月開業の（仮称）当別町道の駅で販売する地域特産品の開発に向け
て、消費者ニーズを把握するため、道の駅利用者の主なターゲットのひとつであ
る札幌市東区のアリオ札幌において、プロモーションイベントと併せて販売テスト
マーケティング（アンケート調査）を実施した。その結果、当別町に対するイメージ
は、42.0％が「農業」、39.7％が「スウェーデンヒルズ」、32.4％が「ロイズ」であっ
た。このことから、今後の商品開発を進めるうえでは、「地元農産物を活用するこ
と」「スウェーデンや北欧といった要素を入れること」「ロイズとの連携」といったこ
とが重要であり、平成２８年度に地方創生加速化交付金を活用して実施する商
品開発事業においては、上述の要素を取り入れた形での事業展開を図る。
【指標③関係】
道の駅のホームページの１日平均のレビュー数の推移をみると、道の駅の具体
的なＰＲを開始した平成28年2月からレビュー数が増加しており、事業の実施に
よって道の駅の認知度は向上してきていると考えられる。今後もレビュー数を増
加させ、かつ興味関心をもっていただいた方の認知度を下げないために、本事
業により整備したＰＲツール（ＰＲチラシ、ノベルティ、備品等）を活用し、定期的な
ＰＲを行う。

３　当別町まち・ひと・しごと創生総合戦略における位置づけ

総合戦略における基本目標 産業力の強化

基本目標における数値目標
戦略目標（2019）

指標値① 町民所得　２７１.４万円

指標値② 新規雇用創出数　６０人

重点推進プロジェクト名 当別町道の駅プロジェクト

重点推進プロジェクトにおける
戦略目標ＫＰＩ（2019）

指標値① 道の駅利用者数（年間）　45万人

指標値②

指標値③
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